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出席者は記録者が印を付ける。
出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）
＜連絡事項＞

・リーダー用のPHS不具合あり、庶務に依頼したところPHSを交換するとの事です。
・行事について各受け持ちスタッフは家族連絡をお願いします。

・点滴スタンドを外来処置室から借りている為、使用後は外来処置室へ返却お願いします。

・診断書について、患者様、御家族様より依頼があった際には、病棟では対応困難である旨を説明し、医事科へ問い合わせるように対応してください。
＜患者様連絡事項＞

・泉川　ケイ子様～予測指示(不眠時)7回分処方となっています。

・佐藤　奈々恵様～予測指示(不安時)14回分処方となっています。

・赤石　陽介様～予測指示(疼痛時)7回分、予測指示(不調時)14回分処方となっています。

・鳴瀬　裕之様～ウリモックスクリーム1本処方となっています。

・野月平　チエ様～レボフロキサシン点眼薬1本処方となっています。

・木村　英雄様～現在次男妻様に12/3(水)退院時間の件、妹様と相談し、デイケアの送迎等の協力は可能であるか確認の連絡を行っていますが留守の為、伝言を残しています。折り返し連絡がきた際は対応をお願いします。
・佐藤　奈々恵様12/1(月)10時～17時まで外出許可となっています。
・木村　忠史様～主治医へ週末の指示を確認・状態報告したところ輸液療法継続の指示あり、3日分処方となっています。11/30、12/1は同内容ですが、12/3の補液については指示内容が異なりますので確認、ダブルチェックの元、施行してください。
＜要注目患者様＞

・木村　忠史様～点滴24時間キープ中。夜間は良眠で経過。バイタルサインの異常はあり

　　　　　　　　ません。腹部膨満、グル音亢進腹痛軽度持続しているとのこと。排ガスあるが排便なし、嘔気・嘔吐訴えはありません。引き続き、消化器症状、腹部症状の観察とライントラブルには注意していきましょう。

・阿部　文香様～昨日夜勤帯にて発熱あり、体温37.5℃～37.7℃台で経過。今朝、一旦解熱していますが、体温37.9℃まで上昇。朝食不食。頭痛・鼻閉あるとの事から主治医へ状態報告、PL 3.0　3×ndE　3日分処方となっています。11：50分頃自室にて食物残渣様の嘔吐多量にあり。体温37.4℃　血圧122/58㎜Hg　脈拍86回/分。軽度の嘔気訴えあり。主治医へ状態報告し、ミヤBM　3.0　3×ndE　5日分処方となり経過観察の指示あり。また、PLは発熱がなければ止め、今後嘔吐・嘔気等頻回に認められる様であれば日直医、当直医より指示をもらうようにとのこと。16:10体温38.8℃。日直医報告し輸液療法の指示あり、施行しています。引き続き、精神症状の観察と点滴トラブル等に注意していきましょう。
・赤石　陽介様～深夜帯にて「調子が悪い、眠りたい」との訴えあり、1時予測指示のロラゼパム(0.5)にて対応し休む事できています。訪室時、寝息聞かれるが、本人様は熟睡感なく眠れなかったとの訴え聞かれています。5時に起床後、来詰頻回で、不安の訴え聞かれていますが傾聴する事で落ち着く事できています。日中は幻聴・幻覚の訴えありませんが、気分高揚・多弁さ見られ、また退院要求・治験をやめたいとの訴えあります。主治医へ報告し、主治医より2～3日治験薬を継続してみないと判断しかねる事説明し、本人納得されています。本人より12/3 16時より面談希望あり、本人から母様へ連絡をして頂いています。引き続き、訴え傾聴し情動面での安定化、必要時医師へ情報提供し、病状の安定化が図れる様ケアを行っていきましょう。

・佐藤　奈々恵様～夜間は良眠で経過。準夜帯では不安感の訴えあり予測指示にて対応しています。日中不安感の訴えあり、不安時の予測指示服用するも苛々感、不安感の訴え強く本人注射処置の希望あり。主治医へ報告し、レボトミン（25）0.5A筋注指示あり、施行しています。以後は訴えなく自室にて過ごされています。引き続き訴えを傾聴し、希死念慮の有無や突発的行動に注意していきましょう。
